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通算 854号 2018年 3月 7日発行 

 

センター試験業務に伴う手当 
 

そくほう 852 号でお願いした、センター試験の監督業務に伴う手当について、各支部からの報告があり

ましたので、お知らせします。 

852号に記載した手当の目安(時給×監督業務に携わった時間)は 

1月 13日(1日目)の監督業務担当者 ¥23,947.5 

1月 14日(2日目)の監督業務担当者 ¥21,390 

ですが、この額は、各試験場の受験者数から見積もられる必要最低限の監督者数(X人)で監督業務を行った

場合の額になります。実際には試験室の収容人数が部屋ごとに異なるため、X人より多い人数(Y人)で行う

ことになります。例えば、飯田高等学校試験場では 1日目が X=25のところ Y=48, 2日目は X=20のところ

Y=26でした。従って、1人当たりの手当は人数が増えた分だけ減少(1日目は¥23,947.5×25÷48≒¥12,472)

することになります。また、各試験場などの方針によって手当の額は増減します。 

 

【飯田高等学校試験場】 

アンケートの結果から、監督業務に携わった日数(1日または 2日)と主任監督者か主任以外の監督者だっ

たかで、4種類に区別されると思われます。 

 1日 2日 

主任監督者 ¥21,000 ¥36,000 

主任以外 ¥16,000 ¥25,000 

各金額に該当する方の人数を考慮すると、監督者に支払われた手当の総額は約¥128万となります。目安か

ら見積もられる監督者手当の総額は約¥103万となりますので、支払額が目安よりも増額しています。 

 

【農学部試験場】 

アンケートの結果、監督者には一律¥26,000支給されました。農学部試験場では X=24に対して Y=44(監

督補助者 13人を含む)だったため、1人あたり 

(¥23,947.5 + ¥21,390) ÷ 44 × 24 ≒ ¥24,730 

となり、目安より増額しています。 

 

【松本試験場(医学部)】 

事務に問い合わせたところ、センター試験の監督業務、前期日程、後期日程などの全ての入試業務に対

する負担に応じて(医学部の方針で)手当が支給されます。そのため手当は 4月にまとめて支給されます。 

 

飯田高等学校試験場と農学部試験場では、目安から見積もられる監督者手当の総額より支給額の合計額が多

くなっていますが、目安を計算する際、監督者が監督業務に携わった時間を最短時間としましたので、目安

の額は低くなっています。 
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